
福
岡
県
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

福
岡
県
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
福
岡
県
条
例
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中

「
第
二
章

県
営
住
宅
の
設
置
（
第
三
条
）

」
を

「
第
二
章

県
営
住
宅
の
設
置
（
第
三
条
）

第
二
章
の
二

県
営
住
宅
等
の
整
備
基
準

第
一
節

総
則
（
第
三
条
の
二
―
第
三
条
の
五
）

第
二
節

敷
地
の
基
準
（
第
三
条
の
六
・
第
三
条
の
七
）

第
三
節

県
営
住
宅
等
の
基
準

に
改
め
る
。

第
一
款

県
営
住
宅
の
基
準
（
第
三
条
の
八
―
第
三
条
の

十
三
）

第
二
款

共
同
施
設
の
基
準
（
第
三
条
の
十
四
―
第
三
条

の
十
八
）

」

第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
二
章
の
二

県
営
住
宅
等
の
整
備
基
準

第
一
節

総
則

（
通
則
）

第
三
条
の
二

法
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
整
備
基
準
は
、

次
条
か
ら
第
三
条
の
十
八
ま
で
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

（
健
全
な
地
域
社
会
の
形
成
）

第
三
条
の
三

県
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
（
以
下
「
県
営
住
宅
等
」
と
い
う
。
）

は
、
そ
の
周
辺
の
地
域
を
含
め
た
健
全
な
地
域
社
会
の
形
成
に
資
す
る
よ
う
に

考
慮
し
て
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
）



第
三
条
の
四

県
営
住
宅
等
は
、
安
全
、
衛
生
、
美
観
等
を
考
慮
し
、
か
つ
、
入

居
者
等
に
と
っ
て
便
利
で
快
適
な
も
の
と
な
る
よ
う
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
費
用
の
縮
減
へ
の
配
慮
）

第
三
条
の
五

県
営
住
宅
等
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
設
計
の
標
準
化
、
合
理
的

な
工
法
の
採
用
、
規
格
化
さ
れ
た
資
材
の
使
用
及
び
適
切
な
耐
久
性
の
確
保
に

努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
及
び
維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
の
縮
減
に
配
慮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

敷
地
の
基
準

（
位
置
の
選
定
）

第
三
条
の
六

県
営
住
宅
等
の
敷
地
（
以
下
「
敷
地
」
と
い
う
。
）
の
位
置
は
、

災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
多
い
土
地
及
び
公
害
等
に
よ
り
居
住
環
境
が
著
し
く

阻
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
土
地
を
で
き
る
限
り
避
け
、
か
つ
、
通
勤
、
通
学

、
日
用
品
の
購
買
そ
の
他
入
居
者
の
日
常
生
活
の
利
便
を
考
慮
し
て
選
定
さ
れ

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
敷
地
の
安
全
等
）

第
三
条
の
七

敷
地
が
地
盤
の
軟
弱
な
土
地
、
崖
崩
れ
又
は
出
水
の
お
そ
れ
が
あ

る
土
地
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
土
地
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
敷
地
に
地
盤
の

改
良
、
擁
壁
の
設
置
そ
の
他
の
安
全
上
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

敷
地
に
は
、
雨
水
及
び
汚
水
を
有
効
に
排
出
し
、
又
は
処
理
す
る
た
め
に
必

要
な
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節

県
営
住
宅
等
の
基
準

第
一
款

県
営
住
宅
の
基
準

（
住
棟
等
の
基
準
）



第
三
条
の
八

住
棟
そ
の
他
の
建
築
物
は
、
敷
地
内
及
び
そ
の
周
辺
の
地
域
の
良

好
な
居
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
日
照
、
通
風
、
採
光
、
開
放
性
及

び
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
、
災
害
の
防
止
、
騒
音
等
に
よ
る
居
住
環
境
の
阻
害

の
防
止
等
を
考
慮
し
た
配
置
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
住
宅
の
基
準
）

第
三
条
の
九

住
宅
に
は
、
防
火
、
避
難
及
び
防
犯
の
た
め
の
適
切
な
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

住
宅
に
は
、
外
壁
、
窓
等
を
通
し
て
の
熱
の
損
失
の
防
止
そ
の
他
の
住
宅
に

係
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
を
適
切
に
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

住
宅
の
床
及
び
外
壁
の
開
口
部
に
は
、
当
該
部
分
の
遮
音
性
能
の
確
保
を
適

切
に
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

住
宅
の
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
（
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年

政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
一
条
第
三
号
に
規
定
す
る
構
造
耐
力
上
主
要
な
部

分
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
こ
れ
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
る
部

分
に
は
、
当
該
部
分
の
劣
化
の
軽
減
を
適
切
に
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

住
宅
の
給
水
、
排
水
及
び
ガ
ス
の
設
備
に
係
る
配
管
に
は
、
構
造
耐
力
上
主

要
な
部
分
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
点
検
及
び
補
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
住
戸
の
基
準
）

第
三
条
の
十

県
営
住
宅
の
一
戸
の
床
面
積
の
合
計
（
共
同
住
宅
に
お
い
て
は
、

共
用
部
分
の
床
面
積
を
除
く
。
）
は
、
二
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
。

た
だ
し
、
共
用
部
分
に
共
同
し
て
利
用
す
る
た
め
適
切
な
台
所
及
び
浴
室
を
設

け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



２

県
営
住
宅
の
各
住
戸
に
は
、
台
所
、
水
洗
便
所
、
洗
面
設
備
及
び
浴
室
並
び

に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
の
設
備
及
び
電
話
配
線
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
、
共
用
部
分
に
共
同
し
て
利
用
す
る
た
め
適
切
な
台
所
又
は

浴
室
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
各
住
戸
部
分
に
設
け
る
場
合
と
同
等
以
上
の
居

住
環
境
が
確
保
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
各
住
戸
部
分
に
台
所
又
は
浴
室
を

設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

３

県
営
住
宅
の
各
住
戸
に
は
、
居
室
内
に
お
け
る
化
学
物
質
の
発
散
に
よ
る
衛

生
上
の
支
障
の
防
止
を
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
住
戸
内
の
各
部
）

第
三
条
の
十
一

住
戸
内
の
各
部
に
は
、
移
動
の
利
便
性
及
び
安
全
性
の
確
保
を

適
切
に
図
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
高
齢
者
等
が
日
常
生
活
を
支
障
な
く
営
む

こ
と
が
で
き
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
共
用
部
分
）

第
三
条
の
十
二

県
営
住
宅
の
通
行
の
用
に
供
す
る
共
用
部
分
に
は
、
高
齢
者
等

の
移
動
の
利
便
性
及
び
安
全
性
の
確
保
を
適
切
に
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
附
帯
施
設
）

第
三
条
の
十
三

敷
地
内
に
は
、
必
要
な
自
転
車
置
場
、
物
置
、
ご
み
置
場
そ
の

他
の
附
帯
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
附
帯
施
設
は
、
入
居
者
の
衛
生
、
利
便
等
及
び
良
好
な
居
住
環
境
の

確
保
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
款

共
同
施
設
の
基
準

（
児
童
遊
園
）

第
三
条
の
十
四

児
童
遊
園
の
位
置
及
び
規
模
は
、
敷
地
内
の
住
戸
数
、
敷
地
の



規
模
及
び
形
状
、
住
棟
の
配
置
等
に
応
じ
て
、
入
居
者
の
利
便
及
び
利
用
者
の

安
全
を
確
保
し
た
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
集
会
所
）

第
三
条
の
十
五

集
会
所
の
位
置
及
び
規
模
は
、
敷
地
内
の
住
戸
数
、
敷
地
の
規

模
及
び
形
状
、
住
棟
及
び
児
童
遊
園
の
配
置
等
に
応
じ
て
、
入
居
者
の
利
便
を

確
保
し
た
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
広
場
及
び
緑
地
）

第
三
条
の
十
六

広
場
及
び
緑
地
の
位
置
及
び
規
模
は
、
良
好
な
居
住
環
境
の
維

持
増
進
に
資
す
る
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
通
路
）

第
三
条
の
十
七

敷
地
内
の
通
路
は
、
敷
地
の
規
模
及
び
形
状
、
住
棟
等
の
配
置

並
び
に
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て
、
日
常
生
活
の
利
便
、
通
行
の
安
全
、
災
害
の

防
止
、
環
境
の
保
全
等
に
支
障
が
な
い
よ
う
な
規
模
及
び
構
造
で
合
理
的
に
配

置
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

通
路
に
お
け
る
階
段
は
、
高
齢
者
等
の
通
行
の
安
全
に
配
慮
し
、
必
要
な
補

助
手
す
り
又
は
傾
斜
路
が
設
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
駐
車
場
）

第
三
条
の
十
八

駐
車
場
の
位
置
及
び
規
模
は
、
敷
地
内
の
住
戸
数
、
敷
地
の
規

模
及
び
形
状
、
住
棟
等
の
配
置
並
び
に
周
辺
の
状
況
に
応
じ
て
、
入
居
者
の
利

便
及
び
安
全
を
確
保
し
た
適
切
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
一
項
中
「
老
人
、
」
を
「
高
齢
者
、
」
に
、
「
老
人
等
」
を
「
高
齢

者
等
」
に
改
め
、
「
第
二
十
一
条
」
の
下
に
「
又
は
福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
十
一
条
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

そ
の
者
の
収
入
が
次
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
金



額
を
超
え
な
い
こ
と
。

イ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

二
十
一
万
四
千
円

入
居
者
又
は
同
居
者
に
障
害
者
基
本
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八

（１）
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
で
そ
の
障
害
の
程
度
が

、
身
体
障
害
に
あ
っ
て
は
第
二
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る
程
度
、
精
神

障
害
に
あ
っ
て
は
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
第
六
条
第
三
項
に
規
定

す
る
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
程
度
、
知
的
障
害
に
あ
っ
て
は
当
該

程
度
に
相
当
す
る
程
度
で
あ
る
も
の
が
あ
る
場
合

入
居
者
又
は
同
居
者
に
次
項
第
三
号
、
第
四
号
、
第
六
号
又
は
第
七

（２）
号
に
掲
げ
る
者
が
あ
る
場
合

入
居
者
が
六
十
歳
以
上
の
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も

（３）
が
六
十
歳
以
上
の
者
又
は
十
八
歳
未
満
の
者
で
あ
る
場
合

同
居
者
に
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で

（４）
の
間
に
あ
る
者
が
あ
る
場
合

入
居
者
及
び
入
居
の
際
の
同
居
者
で
あ
る
配
偶
者
（
婚
姻
の
届
出
を

（５）
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以
下

「
事
実
婚
者
」
と
い
う
。
）
の
年
齢
の
合
計
が
八
十
歳
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
婚
姻
の
届
出
の
日
（
配
偶
者
が
事
実
婚
者
で
あ
る
場
合
は

、
そ
の
同
居
を
開
始
し
た
日
）
か
ら
一
年
以
内
の
者
で
あ
る
場
合

ロ

県
営
住
宅
が
、
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
激
甚
災

じ
ん

害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助

に
係
る
も
の
又
は
法
第
八
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
お
い
て
知
事
が
災
害
に
よ
り
滅
失
し
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
低
額
所

CO780793
ハイライト表示

CO780793
ハイライト表示

CO780793
ハイライト表示

CO780793
ハイライト表示

CO780793
ハイライト表示

CO780793
ハイライト表示



得
者
に
転
貸
す
る
た
め
借
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合

二
十
一
万
四
千

円
（
当
該
災
害
の
発
生
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
後
は
、
十
五
万
八
千

円
）

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

十
五
万
八
千
円

第
六
条
第
二
項
第
二
号
中
「
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
」
を
削
り

、
同
号
ロ
中
「
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
」
を
削
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
激
甚
災
害

じ
ん

に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律

第
百
五
十
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
に
係
る
県
営
住
宅

又
は
法
第
八
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
知
事
が
災

害
に
よ
り
滅
失
し
た
住
宅
に
居
住
し
て
い
た
低
額
所
得
者
に
転
貸
す
る
た
め
借
り

上
げ
る
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
ロ
に
規
定
す
る
場
合
の
」
に
、
「
老
人
等

」
を
「
高
齢
者
等
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
老
人
」
を
「
高
齢
者
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
同
居
の
承
認
）

第
十
二
条

県
営
住
宅
の
入
居
者
は
、
当
該
県
営
住
宅
へ
の
入
居
の
際
に
同
居
し

た
親
族
以
外
の
者
を
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
の
承
認
を
得
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
前
項
の
承
認
を
し

て
は
な
ら
な
い
。

一

当
該
承
認
に
よ
る
同
居
の
後
に
お
け
る
当
該
入
居
者
に
係
る
収
入
が
第
六

条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
金
額
を
超
え
る
場
合

二

当
該
入
居
者
が
第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
六
号
ま
で
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合



三

当
該
承
認
に
よ
り
同
居
さ
せ
よ
う
と
す
る
者
が
暴
力
団
員
で
あ
る
場
合

３

知
事
は
、
入
居
者
が
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
（
第
三
号
を
除
く
。

）
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

（
入
居
者
資
格
に
関
す
る
経
過
措
置
）

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
前
に

１１
五
十
歳
以
上
で
あ
る
者
は
、
第
六
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
者
と
み
な
す

。
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
入
居
者
が
平
成
十
八
年
四
月

１２
一
日
前
に
五
十
歳
以
上
で
あ
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
同
居
者
の
い
ず
れ
も
が
十

八
歳
未
満
の
者
又
は
同
日
前
に
五
十
歳
以
上
の
者
で
あ
る
場
合
は
、
第
六
条
第

一
項
第
二
号
イ

に
該
当
す
る
場
合
と
み
な
す
。

（３）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

施
行
の
日
前
に
県
営
住
宅
の
入
居
者
の
公
募
が
開
始
さ
れ
、
か
つ
、
同
日
以

後
に
入
居
者
の
決
定
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
場
合
に
お
け
る
当
該
公
募
に
応
じ

て
入
居
の
申
込
み
を
し
た
者
に
係
る
入
居
者
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
第
六
条
第
一
項
第
二
号
イ

の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一

（５）

日
以
降
に
入
居
の
申
込
み
を
す
る
者
に
つ
い
て
適
用
す
る
。


